




















の量的なふるまいに注目した方法論がとられることが少なくない。   
一方 個々の語の意味論的な記述記述究では，問題が個別的であり，量的な  
あつかいをするというよりは，意味論に重きをおいた研究に傾くことになる。  
意味論的な研究は，さらに，同義語，類義語，反意語などの観点から語を額別  
分顆して，だんだんに大きなグループにまと軌 ついにはその言語全体の意味  
の体系 あるいは，概念の体系を描き出すシソーラスの構築へと発展してい  







ある。   
二つ以上の異なった言語の語彙にかかわる対照的研究においても，基本的に  
は一つの言語における研究の場合と同じ視点からさまぎまな分析が考えられる   





























る。   
基木語彙の対照研究  












れの言語のもつ世界観の違いを明示的に示すことができるとかんがえられる。   
高 田  誠   































いう「語が措く星座」のなかから，その言語でもって言語活動を行なう場合重   
基本語彙の対照研究  
要であると考えられる語彙項目が選ばれるわけでっ 選ばれた項目のそれぞれの  
意味分野での分布をみれば，この世界のさまざまなものごとのうち，その言語  
あるいはその言語の話し手にとっては，どの意味分野が重要なのか，どのよう  






稿の目的である。   
3．国立国語研究所（1986）   

















とから，おおよそ類似の語彙表でもって比較をしてみるということにならざる   
高 田   誠  
をえなかったことにはいたしかたない部分がある。   
この語彙表の作成手順等の詳細については同書の解説を参照されたいが，そ  
のあらましを述べれば以下のようである。   








る。   
② これら一つ一つのセットを分類配分するための共通の意味体系，いわ  
ば，意味のメタシステムとして，『分類語彙表』（国立国語研究所（1964））  
の意味分類体系を用いる。すなわち，それぞれのセットの日本語部分にし  
たがっておのおのを『分類語条表』の意味分類番号のところに配する。   




（初 語釈として示された日本語の部分は，語彙項目の単位としてはその長さ  
も形態的性質もさまざまであり，いわゆるβ単位でとらえられている日本  
語の項目とは必ずLも一致しない場合がある。その場合には，意味の中心  












けの語彙項目でおおわれてい るかを各言語間でみるためには，項目の数ではな  
くて，それぞれの言語の語彙項目の延べ語数にたいする各意味分野に配された  
項目数の割合で考えなければならないということになる。   
このようなことを根拠としてそれぞれの意味分野ごとの分布を，日本語，ド  

























味分野の2桁のコードの第1桁は，1から5までの5分類で，それぞれ，『分   
各言語項目数   日 本 語  ドイ ツ語  フラソス語  スペイン語   
（パーミル）   意味分野  項目数 （ノトーミル）  項目数   項目数1項目数 （／く－－ニル）（′く－ミル）   
抽象的関係  
10こそあど   98（14．4）  171（17．6）  168（13．7） 294（16．9〕   
11異 同・関 係   1S3（26．8）  326（33．5：・  348（28．3） 578（33．3）   
12出 現・存 在   141（20．7）  232（23．8二・  257（20．9） 450（25．9）   
13様 相・性 質   193（28．3）  242（24．8：・  323（26．3） 535（30．8）   
14  力   鎚（5．6）  4（∋（4．7二・  67（5．5） 141（臥1）   
15動き・変化・変形   652（95．6）  1150（118．0二・  1254（102．1） 2027（116．の   
16時  間   376（55．2）  427（43．8：・  378（30．8） 552（30．0）   
17空 間・場 所   174（25．5）  320（32．8：・  333（27．1） 457（26．3）   
18  形   83（12．2）  120（12．3〕  203（16．5） 233（13．4）   
19量・単位・程度   432（63．4）  427（43．8〕， 586（47．7） 841（48．4）   
小  計  2370（347・6）．3461（355・2〕・13g17（319．0）6108（351．5）   
人間活動の主体  
20自   他   77（11．3）  92（9．4）  125（10．2） 211（12．1）   
21家  族   60（8．8）  58（6．0）  94（7‘7）  90（5．2）   
22相手・仲間・主客   18（2．6）  32（3．3）  37（3．0）  52（3．0）   
23人種・民族・階級   58（8．5）  135（13．9）  231（18．8） 311（17．9）   
24成員・職・地位   125（18．3）  182（18．7）  416（33．9） 354（20．4）   
25国・都市・地名   87（12．S）  102（10．5）  144（11．7） 204（11．7）   
26事 務 所・店   78（11．4）  123（12．6）  135（11．0） 164（9．4）   
27機 関・機 構   3S（5．6）  27（2．め  73（5・9）102（5・9）   
㌘仁団  体   16（2．4）  23（2，4）  36（2．9） 64（3．7）   
小  計   557（飢．7）  774（79．4）  1291（105．1）1552（89．3）   
精神および行為  
30感情・思考・論理   755（110．7）  1386（142．2）  1614（131．¢  2445（140．7）   
31言  337（49．4）  525（53．9）  669（54．5）  890（51．2）   
32創 作・芸 術   72（10．6）  85（8．7）  140（11．4）  175（10．1）   
33生活・遊び・動作   290（42．5）  別9（35．8）  435（35．4）  635（36．5）   
34身上・行為・活動   176（25．8）  265（27．2）  311（25．3）  556（32．0）   
35交わり・争い   159（23．3）  272（27．9）  321（26．1）  494（2S．4）   
36支配・人事・待遇   174（25．5）  2S8（29．6）  444（36．2）  651（37．5）   
37所有・経済・取引   204（29．9）  305（31．3）  361・（29．4）  605（3丸8）   
38仕 事・産 業   184（27．0）  235（24．1）  383（31．2）  497（28．6）   
小  計  2351（344．8）  3710（380．7）  4678（380．9）  6958（400．4）  
基本語彙の対照研究  
】各言語項旧教  日 本 語  ドイ ツ語  フラソス語  スペイソ語  意味分野i  項 目 菱r  項 目 数  頑‾「≡「頂「  項 日 数   （パーミル）  （パーミル）  （パーミル）  （パーミル）   
生産物および用具  
40物品・貨幣  30（4．4）   44（4．5）  75（6．1）  100（5．8）   
41資  材  70（10．3）   120（12．3）  162（13．2）  173（10．0）   
42衣  料  79（11．6）   98（10．1）  137（11．2）  116（6．7）   
43食 料・薬 品  76（11．2）   83（8．5）  109（8．9）  92（5．3）   
44住  居  
45道  具  150（22．0）   186（19．1）  236（19．2）  266（15．3）   
46器 具・機 械1 73（10．7）   90（9．2）  138（11．2）  123（7．1）   
′J、  計 シ  
98（1∠t．4）   121（12．4）  197（16．0）  227（13．1）                               47土地・道足・施設   42（6．2）   55（5．6）  ． 88（7・2）  91（5．2）  
618（90・6）   797（81．8）1142（93．0）   1188（68．4）   
自然物及び自然現象  
51自然・物体・物質   177（26．0）  207（21．2）  257（20．9）  323（18，6）   
52天  地   88（12．9）  75（7．7）  118（9．6）  153（8．S）   
55生 物・植 物   90（13．2）  86（8．8）  96（7．8）  122（7．0）   
56動 物・魚・虫   0光・色・菅・におい  134（19．7）  173（17．8）  272（22．2）  33S（19．5）                                          62（9．1）  61（6．3）  59（4．8）  77（4．4）   
57  体   108（15．8）  110（11．3）  156（12．7）  175（10．1）   
58生死・健康・病気   105（15．4）  137（14．1）  197（16．0）  253（14．6）   
小  計   764（112．1）  849（87．1）  1155（94．1）  1411（82．9）   
そ の 他 1  







延 べ 総 数 計  0）12280（1000．0）l17377（1000．0）  








仏酉の方にあってどうにも分類のしようのないもの，表記の違いで空見出しで   
高 田   誠  


































































では，全体として日本語がわずかに多いといえようか。51［自然・物体・物   

































は Lo11is H5elmslev（1943）“Omkring Sprogteoriens Grund12eg・  
gelse”，F．J．Whitefield の英語訳”prolegomena to a Theory of  
Lang11age’’（1953，改訂版1961）ほつとにしられている。   
基本語免の対照研究  
国立国語研究所（1964）『分規語彙表』国立国語研究所資料集6（秀英出版）   
同  （1984）『日本語教育のための基本語条調査』国立国語研究所報告78  
（秀英出版）   
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